
【趣 旨】：新空港の開設で大きく観光需要の増加した

石垣島。豊かな石垣島の海をターゲットに、東海大学海

洋学部と総合地球環境学研究所「エリアケイパビリティ

プロジェクト」が海を通した新しい魅力づくりの研究を

はじめました。第一部では、水中ロボットを使って石垣

島の海で行った水中遺跡の調査や、高校生を対象にした

水中ロボットの環境教室などを紹介します。また第二部

では、地元の方々と研究者とのパネルディスカッション

を通し、サンゴ礁や水資源、水中遺跡、お祭りなど石垣

島が持っている自然資源・文化資源を如何にして地域振

興に結び付けるかの将来展望について話し合います。 

第2回 海洋タウンミーティングin石垣島 
 

八重山の海の新しい魅力―水中ロボットと水中遺跡― 

と き： 
2月16日(日) 

15:00～ 

【主催・共催等】 
 主催：東海大学海洋学部＆総合地球環境学研究所「エリアケイパビリティプロジェクト」 
 共催：石垣市、八重山青年会議所 
 協力：八重山高等学校、八重山商工高等学校、八重山農林高等学校、石垣市教育委員会 
 問い合わせ：東海大学 海洋学部「石垣島海洋タウンミーティング事務局」 
       Email：riginki@tokai-u.jp  Tel : 054-334-0411（内線：2261） 

 ところ: 
石垣市民会館 
中ホール 

【受 付】14:30～ 

【開 会】15:00～15:20 

  趣旨説明（総合地球環境学研究所 准教授  石川智士氏） 

  来賓挨拶（沖縄県石垣市長 中山義隆氏） 

【第1部 研究教育活動報告】15:20～16:20（司会：仁木将人氏） 

  水中遺跡の調査（東海大学海洋学部 講師 小野林太郎氏） 

    水中ロボットと環境教育 (東海大学海洋学部 准教授 坂上憲光氏） 

  八重山高校学生の発表 

  八重山商工高校学生の発表 

    教諭からのコメント（八重山高校 久高健氏） 

                                         （16:20～16:30  休憩） 

 
【第2部 パネルディスカッション】16:30～18:00 

 ◆ファシリテーター 東海大学海洋学部 教授 山田吉彦氏 

 ◆パネラー 

  ・八重山博物館 学芸員 下野栄高氏 

  ・八重山農林高校 学生・教諭 豊里吉史氏 

  ・総合地球環境学研究所 研究員 ヤップ・ミンリー氏 

  ・東海大学海洋学部 准教授 仁木将人氏 

 ◆コメンテータ－ 

  ・八重山青年会議所 副理事長 前里喬史氏 

  ・総合地球環境学研究所 准教授  石川智士氏 

【閉 会】18:00 

  挨拶（八重山青年会議所 理事長 我喜屋伸将氏） 

自由参加
無料 


